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名前のとおり，ハトがよくこの実を食べているのを見かけます。花期は 8 〜 10 月，果実（穎
え い か
果）

















として amylopectin），タンパク質，脂肪（palmitic acid, stearic acid など），ステロール，多糖類な











下するとき，ヨクイニンの内乳は暗赤褐色（amylopectin：α1 → 4 結合した糖鎖に，α1 → 6 結合で
ハトムギ Coix lacryma-jobi L. var. ma-yuen (Roman.) Stapf
（イネ科 Gramineae  APG：Poaceae）
写真 1　ハトムギ 写真 2　ジュズダマ
連絡先：城西大学薬学部生薬学教室
　　　　shiratak@josai.ac.jp
写真 3　ジュズダマ（花） 写真 4　生薬：ヨクイニン（薏苡仁）
図 1　成分の構造式
874   New Food Industry（New Food Indust.） 2019  Vol.61  No.11
野山の花　  ̶身近な山野草の食効・薬効 ̶
多数分岐した糖鎖が結合したもので，ヨウ素デンプン反応では，赤紫色を呈する），胚盤は暗灰色を









苞鞘ごと脱落します。苞鞘の中には 1 個の雌小穂と 2 つの棒状のものがあり，苞鞘の口からはそれ
らが飛び出ています。これら 2 つは退化した小穂です。したがって，苞鞘の中には，花をつける小
穂（登実小穂）1 つと，不実の小穂 2 つがあり，雌小穂と不実の小穂の間から伸びた花軸の先には，
偏平な小判型の雄
ゆうしょうすい
小穂が数個ついていて，1 つの雄小穂には 2 つの花があり，開花時には黄色い葯
が垂れ下がります。脱落した実は，乾燥させれば長くその色と形を保ち，中心に花軸が通る穴が空
いていて，容易に糸を通すことができ，ネックレスや腕輪などに加工されます。近年，両者の交雑
したものが増えているそうです。
写真 5　ハトムギ果実（左），ジュズダマ果実（右）
